
性別(0.男性, 1.女性) .00 .06 -.10 -.04 -.06 .12 -.15 * .18 ** -.19 * .15 *

年齢 .06 .00 .01 .03 .03 -.06 .01 -.04 .03 -.02

婚姻期間 -.15 * -.08 -.17 ** -.13 .08 -.01 .12 -.01 -.02 -.05

最終学歴(0.高校以下，1.大学等) .14 * .02 .07 .03 -.19 ** .01 -.08 .01 -.13 * -.04

世帯年収 .03 .13 * .00 .08 -.03 -.09 -.04 -.02 -.05 -.01

離婚経験(0.なし，1.あり) .07 -.09 .14 * -.02 -.08 .02 .04 .03 -.08 .03

配偶者との死別経験(0.なし，1.あり) .10 .06 .12 .08 -.07 -.06 -.08 -.07 -.09 -.11 *

夫婦間の実子の有無(0.なし，1.あり) .06 .07 .03 .04 -.08 -.10 -.07 -.06 -.07 -.06

RMBI

すぐになじめる(Adjustment) .19 ** .18 ** .14 * .00 -.15 * -.13 * -.07 -.09 -.13 * -.24 ***

家計は一つに(Finances) .07 .04 .07 .05 -.06 .02 .03 .11 .03 -.02

新しい配偶者は完璧(Partner) -.07 .15 * -.02 .24 *** .12 -.16 * .00 -.22 ** .03 .00

子ども優先(Priority) -.04 -.03 .00 -.11 .03 .06 .06 .08 .02 -.02

再婚はうまくいかない(Success) -.38 *** -.38 *** -.36 *** -.26 *** .32 *** .24 *** .21 *** .21 ** .19 ** .17 *

元配偶者との関係遮断(Past) .15 * .09 .12 .05 -.05 -.07 -.13 -.10 -.09 -.10

ステップファミリーは二番手(Stepfamily) -.06 -.02 .00 -.05 -.01 .01 .17 ** .11 .16 * .20 **

R
2 .29 *** .29 *** .23 *** .21 *** .19 *** .20 *** .19 *** .26 *** .18 *** .26 ***

** p  < .001 ** p < .01 * p  < .05

Table1  重回帰分析結果（強制投入法）

実親 継親 実親 継親 実親 継親

MAT KMS
RQCS

SFD SRSP SRPA SRST
実親 継親 実親 継親
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目的 日本では、新たな結婚カップルの約26％のどちらかが再婚で（厚生労働省、2017）、親の再婚を経験する

子どもが増加している。親の再婚等を経験した子どものいる家族（ステップファミリー）が初婚の家族と異なる

家族構造をもつことがほとんど理解されておらず、継親と継子が実親子のような関係を目指そうとすることに困

難さがあるとされている（野沢・菊地、2021）。本研究では、このようなステップファミリーについての考え（信

念）と婚姻満足度、再婚・ステップファミリーに関する困難さとの関連を検討することを目的とした。 

方法 2021年3月、インターネット調査会社「楽天インサイト」に依頼し、同社のモニターに登録している男女

のうち、(a)婚姻していること、(b)以前の婚姻やカップル関係でもうけた子ども（18 歳未満）と同居しているこ

と、(c)モニターとその配偶者がともに調査に回答可能である場合のみ、本調査を配信した。回答にあたっては、

夫婦で相談せずに回答するよう求め、実母－継父カップル200組、実父―継母カップル200組から回答を得た。

今回の報告では、夫婦をダイアドデータとしては扱わず、有効に回答した実親 276（実母 200 名、実父 76 名）、

継親272名（継父200名、継母72名）をそれぞれ分析対象とした。質問項目は、①再婚信念尺度（Remarriage 

Belief Inventory: 以下、RMBIとする、Brian & Francesca, 2008）（RMBI は、7つの下位尺度(再婚すればす

ぐにステップファミリーが形成されるという「すぐになじめる（Adjustment）」、収入や貯蓄を夫婦でまとめるべ

きとする「家計は一つに（Finances）」、新たなパートナーは元配偶者よりも素晴らしいと考える「新しい配偶者

は完璧（Partner）」、新たなパートナーよりも子どもを優先する意識である「子ども優先（Priority）」、再び離婚

をするのではないかという「再婚はうまくいかない（Success）」、再婚時には元配偶者への愛情が終わっている

べきとする「元配偶者との関係遮断（Past）」、実親子だけの家族には劣るとする「ステップファミリーは二番手

（Stepfamily）からなる）、②Marital Adjustment Test（以下、MATとする、Locke et al, 1959）の日本語版（三

隅他、1999）③Kansas Marital Satisfaction Scale（以下、KMSとする、Schumm et al, 1986）の日本語版（菅

原・詫摩、1997）、④ステップファミリーに関する困難さ尺度（Revised Questionnaire for Couples in 

Stepfamilies: 以下、RQCSとする、Schramm & Higginbotham, 2009）（RQCSは、4つの下位尺度（社会・

家族の側面の困難さ（SFD）、カップルの困難さ（SRSP）、実親の困難さ（SRPA）、継親の困難さ（SRST））か

らなる）、⑤基本属性であった。筑波大学人間系研究倫理委員会の承認を得て実施した。 

結果 基本属性及び①RMBIを独立変数、②―④をそれぞれ従属変数とする重回帰分析結果をTable1に示す。「再

婚はうまくいかない（Success）」という信念が結婚満足度に負の関連が認められたことは、先行研究(Brian & 

Francesca, 2008)と一致していた。これに対し、「家計は一つに（Finances）」や「子ども優先（Priority）」と結

婚満足度との関連は認められず、先行研究の結果と異なっていた。また、①RMBIと④RQCSとの関連について

は、概ね婚姻満足度との関連と対応していたが、一部異なる知見も得られた。当日はより詳細な報告及び考察を

行いたい。（キーワード：ステップファミリー、再婚、婚姻満足度） 
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